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１．本学会発表の意義 

The 18th Annual Meeting of Chinese Neuroscience Society（CNS2025）は、神経科学分野におけ
る大規模な学術集会であり、世界各国から多数の研究者が参加する国際的な学会である。本学会では、
脳神経科学に関する最先端の研究成果が共有され、分野横断的な議論や研究交流が活発に行われてい
る。このような学術的に意義の高い場において、自身の研究成果を国際的な研究者コミュニティに発
信し、多様な視点から意見交換を行う貴重な機会を得た。また、同分野の研究者のみならず、異なる
バックグラウンドをもつ研究者からも多くの質問や助言を受け、研究の新たな方向性やアプローチの
可能性について具体的な示唆を得ることができた。 

 
２．発表で得られた成果 

本学会では、「アドレナリン受容体（β-AdR）作動薬によるアクアポリン−4（AQP4）の局在変化」
に関する最新の研究成果を発表した。AQP4 は中枢神経系における水分およびカリウムイオンの恒常
性維持に不可欠であり、さらに脳代謝老廃物の排出を担うグリンファティックシステムにおいても重
要な役割を果たすことが知られている。本研究では、β-AdR 作動薬がミクログリアの活性化を誘導
し、それに伴って AQP4 の非局在化を引き起こすことを明らかにした。これらの結果は、神経炎症と
水チャネル制御との関係を理解するうえで新たな知見を提供するものである。 

学会でのポスター発表を通じて、神経生理学やグリア細胞研究など異なる専門分野の研究者から有
益な助言を受け、実験デザインや解析手法に関する新たな視点を得ることができた。この経験は、今
後の研究の方向性を再考するうえで非常に有意義であった。 

 
３．今後の展望 

本研究は、私の博士論文研究の中核をなす内容の一部である。今後は得られた結果を基に、さらに
詳細な検討を行い、国際的な学術誌への投稿を予定している。また、学会での発表を通じて多くの研
究者と意見交換を行い、新たな研究手法や解析の視点を得ることができた。これらの経験は、博士論
文執筆のみならず、将来的な国際共同研究の推進にも大いに活かされると考えている。さらに、今回
の学会で得たフィードバックを踏まえ、研究計画を見直し、より多くの成果を上げることで、神経科
学分野の発展および女性研究者の国際的な活躍促進に貢献していきたいと考えている。 
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